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【手続補正書】
【提出日】令和1年6月3日(2019.6.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　イントラフレームビットレートの割り当て方法であって、
　コンピュータ機器が、画像の現在フレームが所定のフレームシーケンスのイントラフレ
ームである場合、前記画像の現在フレームに対してプリコーディングを行い、前記プリコ
ーディングが、画像の現在フレームをイントラフレームとして符号化することと、画像の
現在フレームをインターフレームとして符号化することと、を含み、
　前記コンピュータ機器が、対応するプリコーディングコストを算出し、前記プリコーデ
ィングコストが、イントラフレーム符号化コストと、インターフレーム符号化コストと、
を含み、
　前記コンピュータ機器が、算出された前記プリコーディングコストに基づいてイントラ
フレームビットレートを割り当て、割り当てられたイントラフレームビットレートと算出
された前記プリコーディングコストとの間に正の相関がある、
　ことを含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記イントラフレーム符号化コストは、前記画像の現在フレームをイントラフレームと
して符号化することにより得られ、前記インターフレーム符号化コストは、前記画像の現
在フレームをインターフレームとして符号化することにより得られる、
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記コンピュータ機器が、算出された前記プリコーディングコストに基づいてイントラ
フレームビットレートを割り当てることは、
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　前記コンピュータ機器が、前記画像の現在フレームのイントラフレーム符号化コストと
インターフレーム符号化コストとの比である前記画像の現在フレームのイントラフレーム
／インターフレーム符号化コスト比を算出し、
　前記コンピュータ機器が、前記イントラフレーム／インターフレーム符号化コスト比に
基づいて、イントラフレーム目標ビットレートとインターフレーム目標ビットレートとの
比であるイントラフレーム／インターフレーム目標ビットレート比を決定し、前記イント
ラフレーム／インターフレーム目標ビットレート比と前記イントラフレーム／インターフ
レーム符号化コスト比との間に正の相関があり、
　前記コンピュータ機器が総目標ビットレートを取得し、
　前記コンピュータ機器が、取得された前記総目標ビットレート、決定された前記イント
ラフレーム／インターフレーム目標ビットレート比、並びに、予め設定されたイントラフ
レーム数及びインターフレーム数に基づいて、イントラフレームビットレートを割り当て
る、
　ことを含むことを特徴とする請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記コンピュータ機器が、前記イントラフレーム／インターフレーム符号化コスト比に
基づいて、イントラフレーム／インターフレーム目標ビットレート比を決定することは、
　前記コンピュータ機器が、前記イントラフレーム／インターフレーム符号化コスト比を
予め設定された各閾値と比較して、前記イントラフレーム／インターフレーム符号化コス
ト比に対応する閾値区間を決定し、
　前記コンピュータ機器が、対応する閾値区間に基づいて、前記イントラフレーム／イン
ターフレーム符号化コスト比に対応するイントラフレーム／インターフレーム目標ビット
レート比を決定し、前記イントラフレーム／インターフレーム目標ビットレート比と前記
イントラフレーム／インターフレーム符号化コスト比との間に正の相関がある、
　ことを含むことを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記コンピュータ機器が総目標ビットレートを取得することは、
　前記コンピュータ機器がビデオフレームレートを取得し、
　前記コンピュータ機器が、前記ビデオフレームレート、並びに、予め設定された秒当た
り目標ビットレート及びフレーム数に基づいて、前記総目標ビットレートを算出する、
　ことを含むことを特徴とする請求項３又は４に記載の方法。
【請求項６】
　前記コンピュータ機器が、取得された前記総目標ビットレート、決定された前記イント
ラフレーム／インターフレーム目標ビットレート比、並びに、予め設定されたイントラフ
レーム数及びインターフレーム数に基づいて、イントラフレームビットレートを割り当て
ることは、
　次の数式によって、前記イントラフレームビットレートを算出する、ことを含み、
【数１】

　ここで、Sizeは前記総目標ビットレートであり、NumIは前記イントラフレーム数であり
、NumPは前記インターフレーム数であり、Cは前記イントラフレーム／インターフレーム
目標ビットレート比である、
ことを特徴とする請求項３乃至５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記コンピュータ機器が、オリジナル解像度のビデオ画像に対して、ダウンサンプリン
グ処理を行う、ことをさらに含み、
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　前記プリコーディングは、ダウンサンプリング処理後の画像の現在フレームに対してプ
リコーディングを行うことを含む、
　ことを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　コンピュータ機器であって、メモリとプロセッサとを備え、前記メモリには、コンピュ
ータ可読命令が記憶され、前記コンピュータ可読命令は、前記プロセッサによって実行さ
れると、前記プロセッサに、
　画像の現在フレームが所定のフレームシーケンスのイントラフレームである場合、前記
画像の現在フレームに対してプリコーディングを行い、前記プリコーディングが、画像の
現在フレームをイントラフレームとして符号化することと、画像の現在フレームをインタ
ーフレームとして符号化することと、を含み、
　対応するプリコーディングコストを算出し、前記プリコーディングコストが、イントラ
フレーム符号化コストと、インターフレーム符号化コストと、を含み、
　算出された前記プリコーディングコストに基づいてイントラフレームビットレートを割
り当て、割り当てられたイントラフレームビットレートと算出された前記プリコーディン
グコストとの間に正の相関がある、
　ことを実行させるコンピュータ機器。
【請求項９】
　前記イントラフレーム符号化コストは、前記画像の現在フレームをイントラフレームと
して符号化することにより得られ、前記インターフレーム符号化コストは、前記画像の現
在フレームをインターフレームとして符号化することにより得られ、
　前記算出された前記プリコーディングコストに基づいてイントラフレームビットレート
を割り当てることは、
　前記画像の現在フレームのイントラフレーム符号化コストとインターフレーム符号化コ
ストとの比である前記画像の現在フレームのイントラフレーム／インターフレーム符号化
コスト比を算出し、
　前記イントラフレーム／インターフレーム符号化コスト比に基づいて、イントラフレー
ム目標ビットレートとインターフレーム目標ビットレートとの比であるイントラフレーム
／インターフレーム目標ビットレート比を決定し、前記イントラフレーム／インターフレ
ーム目標ビットレート比と前記イントラフレーム／インターフレーム符号化コスト比との
間に正の相関があり、
　総目標ビットレートを取得し、
　取得された前記総目標ビットレート、決定された前記イントラフレーム／インターフレ
ーム目標ビットレート比、並びに、予め設定されたイントラフレーム数及びインターフレ
ーム数に基づいて、イントラフレームビットレートを割り当てる、
　ことを含むことを特徴とする請求項８に記載のコンピュータ機器。
【請求項１０】
　前記イントラフレーム／インターフレーム符号化コスト比に基づいて、イントラフレー
ム／インターフレーム目標ビットレート比を決定することは、
　前記イントラフレーム／インターフレーム符号化コスト比を予め設定された各閾値と比
較して、前記イントラフレーム／インターフレーム符号化コスト比に対応する閾値区間を
決定し、
　対応する閾値区間に基づいて、前記イントラフレーム／インターフレーム符号化コスト
比に対応するイントラフレーム／インターフレーム目標ビットレート比を決定し、前記イ
ントラフレーム／インターフレーム目標ビットレート比と前記イントラフレーム／インタ
ーフレーム符号化コスト比との間に正の相関がある、
　ことを含むことを特徴とする請求項９に記載のコンピュータ機器。
【請求項１１】
　総目標ビットレートを取得することは、
　ビデオフレームレートを取得し、
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　前記ビデオフレームレート、並びに、予め設定された秒当たり目標ビットレート及びフ
レーム数に基づいて、前記総目標ビットレートを算出する、
　ことを含むことを特徴とする請求項９又は１０に記載のコンピュータ機器。
【請求項１２】
　前記コンピュータ可読命令は、さらに、前記プロセッサに、
　オリジナル解像度のビデオ画像に対して、ダウンサンプリング処理を行う、ことを実行
させ、
　前記プリコーディングは、ダウンサンプリング処理後の画像の現在フレームに対してプ
リコーディングを行うことを含む、
　ことを特徴とする請求項８乃至１１のいずれか１項に記載のコンピュータ機器。
【請求項１３】
　コンピュータ可読命令が記憶された１つ又は複数の不揮発性記憶媒体であって、前記コ
ンピュータ可読命令は、１つ又は複数のプロセッサによって実行されると、１つ又は複数
のプロセッサに、
　画像の現在フレームが所定のフレームシーケンスのイントラフレームである場合、前記
画像の現在フレームに対してプリコーディングを行い、前記プリコーディングが、画像の
現在フレームをイントラフレームとして符号化することと、画像の現在フレームをインタ
ーフレームとして符号化することと、を含み、
　対応するプリコーディングコストを算出し、前記プリコーディングコストが、イントラ
フレーム符号化コストと、インターフレーム符号化コストと、を含み、
　算出された前記プリコーディングコストに基づいてイントラフレームビットレートを割
り当て、割り当てられたイントラフレームビットレートと算出された前記プリコーディン
グコストとの間に正の相関がある、
　ことを実行させる記憶媒体。
【請求項１４】
　前記イントラフレーム符号化コストは、前記画像の現在フレームをイントラフレームと
して符号化することにより得られ、前記インターフレーム符号化コストは、前記画像の現
在フレームをインターフレームとして符号化することにより得られ、
　前記算出された前記プリコーディングコストに基づいてイントラフレームビットレート
を割り当てることは、
　前記画像の現在フレームのイントラフレーム符号化コストとインターフレーム符号化コ
ストとの比である前記画像の現在フレームのイントラフレーム／インターフレーム符号化
コスト比を算出し、
　前記イントラフレーム／インターフレーム符号化コスト比に基づいて、イントラフレー
ム目標ビットレートとインターフレーム目標ビットレートとの比であるイントラフレーム
／インターフレーム目標ビットレート比を決定し、前記イントラフレーム／インターフレ
ーム目標ビットレート比と前記イントラフレーム／インターフレーム符号化コスト比との
間に正の相関があり、
　総目標ビットレートを取得し、
　取得された前記総目標ビットレート、決定された前記イントラフレーム／インターフレ
ーム目標ビットレート比、並びに、予め設定されたイントラフレーム数及びインターフレ
ーム数に基づいて、イントラフレームビットレートを割り当てる、
　ことを含むことを特徴とする請求項１３に記載の記憶媒体。
【請求項１５】
　前記イントラフレーム／インターフレーム符号化コスト比に基づいて、イントラフレー
ム／インターフレーム目標ビットレート比を決定することは、
　前記イントラフレーム／インターフレーム符号化コスト比を予め設定された各閾値と比
較して、前記イントラフレーム／インターフレーム符号化コスト比に対応する閾値区間を
決定し、
　対応する閾値区間に基づいて、前記イントラフレーム／インターフレーム符号化コスト



(5) JP 2019-536385 A5 2020.1.30

比に対応するイントラフレーム／インターフレーム目標ビットレート比を決定し、前記イ
ントラフレーム／インターフレーム目標ビットレート比と前記イントラフレーム／インタ
ーフレーム符号化コスト比との間に正の相関がある、
　ことを含むことを特徴とする請求項１４に記載の記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　イントラフレームビットレートの割り当て方法であって、
　コンピュータ機器が、画像の現在フレームが所定のフレームシーケンスのイントラフレ
ームである場合、前記画像の現在フレームに対してプリコーディングを行い、前記プリコ
ーディングが、画像の現在フレームをイントラフレームとして符号化することと、画像の
　現在フレームをインターフレームとして符号化することと、を含み、
前記コンピュータ機器が、対応するプリコーディングコストを算出し、前記プリコーディ
ングコストが、イントラフレーム符号化コストと、インターフレーム符号化コストと、を
含み、
　前記コンピュータ機器が、算出された前記プリコーディングコストに基づいてイントラ
フレームビットレートを割り当て、割り当てられたイントラフレームビットレートと算出
された前記プリコーディングコストとの間に正の相関がある、ことを含む。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　コンピュータ機器であって、メモリとプロセッサとを備え、前記メモリには、コンピュ
ータ可読命令が記憶され、前記コンピュータ可読命令は、前記プロセッサによって実行さ
れると、前記プロセッサに、
　画像の現在フレームが所定のフレームシーケンスのイントラフレームである場合、前記
画像の現在フレームに対してプリコーディングを行い、前記プリコーディングが、画像の
現在フレームをイントラフレームとして符号化することと、画像の現在フレームをインタ
ーフレームとして符号化することと、を含み、
　対応するプリコーディングコストを算出し、前記プリコーディングコストが、イントラ
フレーム符号化コストと、インターフレーム符号化コストと、を含み、
算出された前記プリコーディングコストに基づいてイントラフレームビットレートを割り
当て、割り当てられたイントラフレームビットレートと算出された前記プリコーディング
コストとの間に正の相関がある、ことを実行させる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　コンピュータ可読命令が記憶された１つ又は複数の不揮発性記憶媒体であって、前記コ
ンピュータ可読命令は、１つ又は複数のプロセッサによって実行されると、１つ又は複数
のプロセッサに、
　画像の現在フレームが所定のフレームシーケンスのイントラフレームである場合、前記
画像の現在フレームに対してプリコーディングを行い、前記プリコーディングが、画像の
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現在フレームをイントラフレームとして符号化することと、画像の現在フレームをインタ
ーフレームとして符号化することと、を含み、
　対応するプリコーディングコストを算出し、前記プリコーディングコストが、イントラ
フレーム符号化コストと、インターフレーム符号化コストと、を含み、
　算出された前記プリコーディングコストに基づいてイントラフレームビットレートを割
り当て、割り当てられたイントラフレームビットレートと算出された前記プリコーディン
グコストとの間に正の相関がある、ことを実行させる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０２】
　図７は、イントラフレームビットレートの割り当て装置の構成の模式図である。図７に
示すように、イントラフレームビットレートの割り当て装置は、プリコーディングモジュ
ール７０２と、符号化コスト算出モジュール７０４と、割り当てモジュール７０６と、を
含む。
【手続補正６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図６】
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